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海産無脊椎動物 の相互作用 と形態 ・適応の進化、

お よび、人間活動が これ らに与える影響
一相模湾平塚沖浅海 の貝類 と海底環境 一
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AbstractMollusksandbottomsedimentwerecollectedbydredgingSagamiBayoff

Hiratsukaatdepthsof6to43m.Fivehundredfortyspecimensbelongingto51specieswere

obtained.Allwerewarmwaterspecies,450fwhichareknownonlyaroundJapanand60f

whicharedistributedfromJapantoequatorialregions.Twotropicalspecies,Barbarca

tenella(Reeve)andノ 晩 左～nella㎡o∂ ■「chedon(lredale),havenothithertobeenreportedin

SagamiBay;allspecimenswerejuvenileandtheyarepresumablyunabletosurvivethelow

watertemperatureinwinter.Theseafloorat6to13mdeepappearstobeoftenturbulent

andactiveburrowingmolluskssuchas乙 石1η加 η∫召zηcostatzrm(Valenciennes>,Glossaulax

didyma(Roding}andOlivellajaponicaPilsbrylivethere.Thebottomsedimentatdepthsof

around20mismainlycomposedofveryfine-tofine-grainedsand,inwhichGlycymeris

imperialisKuroda,Nitidotellinahokkaidoensis(Rabe)andLyonsiaventricosaGouldare

dominant.Thesedimentalsoincludespebbles,onwhichsessilebivalveslikeMytilus

galloprovincialisLamarkandBarbarcatenella(Reeve)areattached,indicatingalow

sedimentationrate.Thesubstratearound40mdeepisveryfine-grainedsandwith24%

mudcontent,inwhichEpislphonsubroctumJoffreysandCardiomyagouldlana(Hinds)are

dominant.

Keywordsmollusks,environment,sediment,SagamiBay

序 論

相模湾産の貝類 については、昭和天皇陛下が御採集

遊ばされた標本を中心に戦前か ら研究があり1)、戦

後、生物学御研究所編纂の 「相模湾産貝類」2)の 出

版により集大成 された。また、1950年 代か ら、東京

大学の調査船臨海丸や淡青丸、中央水産研究所め調

査船蒼鷹丸などにより採集 された貝類について幾つ

かの報告があり3)4)5)、 これ らの研究により、相模

湾に生息する貝類の種類 と分布についてはかな り詳

しくわかってきた。しかし、これ らの研究の主体は、

東部の三浦半島周辺、西部の伊豆半島周辺、或は相

模灘 に至るやや水深のある海域であり、中央北部の

浅海底棲貝類 についての調査は十分に行われていな

い。また、海底環境については、海底堆積物の解析

が同時に行われることは稀であり、底生生物にとっ

て重要な底質の状態 と貝類相の関係はよく掴めてい

ない。平塚市漁業協同組合によれば、近年、平塚沿

岸の底質が泥がちにな り、チョウセンハマグ リ等の

砂底を好む貝類が激減 しているとい う。そこで本研

究では、相模湾北部平塚沖の浅海域における貝類の

生息状況 と海底環境を調べた。

OResearchInstituteforIntegratedScience,KanagawaUniversity
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図1.ド レッジによる採集場所.矢 印の元は投入場所、先は回収場所を示す.実 線の矢印は8月 調査,破 線の矢印は

11月 調査を示す.表 には投入場所(上 段)と 回収場所(下 段)の 緯度,経 度,水 深が示 してある.

材 料 と方 法

2006年 の8月1日 と11月16日 の2回 、平塚沖 の

水深6～43mの 海域 で調 査 を行 った。漁船 をチ ャー

ター し、水深6～8m(st.0)、8～13m(st.1)、19

^-22m(st .2),29^-34m(st.3),37^-43m(st.4)

で ドレッジ を行い 、底 生生物 と海底堆積 物 を採取 し

た(図1)。 生物採集 用に は、間 口100×20cm、 袋

部 のメ ッシ ュサイ ズ5mm(8月 調 査)、20mm(11

月調査)の 簡易 ドレッジ(5121-C;離 合社製)を 用

いた。堆積物採 取用 には円筒 形 ドレッジ(直 径17cm

長 さ42cm、 離合社 製)を 用 い、 これ を簡 易 ドレッ

ジの袋部 の後 ろに連結 し、生物 と同時 に堆積 物 を採

取で きるよ うに した。採集 した貝類 は全 て実験室 に

持 ち帰 り、20%ホ ルマ リンまた は100%エ タノー

ルで固定 した。 堆積物 は塩 分 を除去 した後 に乾燥 さ

せ 、舗 に よ り粒 度分析 を行 った。

結 果

貝類

8月 の調査では、腹足綱15種 、二枚貝綱25種 、掘

足綱3種 の合計43種645個 体(生 貝)の 貝類を採

集 した。11月 の調査では、腹足綱7種 、二枚貝綱

12種 、掘足綱2種 の合計21種95個 体(生 貝)の

貝類を採集 した。調査全体で採集 した貝類 は腹足綱

18種 、二枚 貝綱30種 、掘足綱3種 の合計51種740

個体(生 貝)で あった(表1)。 採集 した貝類 を分布

域 ごとにま とめた ものは表2に 示 して ある。

海 底堆積物

海底 堆積物 の粒度 分析結果 は図3に 示 してあ る。水

深6～8mは 含泥率1.3%の 細粒～ 中粒 砂 を主 体 と

した砂底 、8～13mは 含泥 率2.2%の 細粒～極 細粒

砂 を主体 と した砂 底 、水深22m付 近 は、含 泥率

3.5%の 細粒～極 細粒 砂 を主体 と した砂底 、水深29

～34mは 含泥 率7 .1%の 極細粒 ～細粒 砂 を主体 と し

た泥質砂 底 、水深37～43mは 含泥 率24.0%の 極細

粒砂 を主体 と した泥質砂底 で あった。

討 論

今回、平塚沖浅海で採集 された貝類51種 はすべて

が暖流系種であ り、その うちの882%の45種 が日

本周辺を分布域とし、11.8%の6種 が赤道海域にま

で及ぶ分布域をもっている。房総半島より北にのみ

分布す る寒流系種は1種 も見 られなかった。暖流系

種の うち、ハブタエエガイ とヒメセ トモノガイの2

種は、これまで紀伊半島以南に分布するとされ、相

模湾か らの報告はなかった。ハブタエエガイは8月

の調査で145個 体が採集 されたが、すべて殻長14
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表1.平 塚沖浅海で ドレッジにより採集された貝類

子 和名 st.OSt,1st.2st.3st.4総 個 体 数 分布域

腹足綱 乙励 加nitrmcostatum(Valeロciennes,1838) キサゴ
6

s 北海道南部～九州

CrepidulaonyxSowery,1814 シマ メノウフネガイ ,,■,.oe■,■凸o,..・画じ晶,,「,,,■■■.■璽`9

81

...............................................................
is9

212

11

2b 北海道南部～九州

Glossavlaxdidyma(R.oding,1798) ツ メタガイ 14 北海道南部～沖縄

Epitonlumaculeatum(Sowerby,1$44) トゲシ ノブ ガイ 2 房総半島以南

Epitoniumgracile(Sowerby,1844) シノブ ガイ 5 1 6 房総半島以南

Epitoniumcf.carchedon(lredale,1936) c£ ホ ソマ キ ス ジイ トカ ケー 一一一一 一…一一一一蚤一 一一・i-一 ・一一・岡 6 房総半島～九州

ルfe/t～ηθ伽cfかo1届oω ヵロ(Pilsbry,1905) c£ ヒメセ トモ ノガイ 1 1 紀伊半島～沖縄

Zeuxiscastus(Gould,1850) ハナム シロ 2
2 北海道南部～沖縄

FYrsinusperplexus(AAda皿s,1864) ナガニ シ
4
2

1
.............................. 6 北海道南部～九州

OlivellajaponicaPilsbry,1895 ホタル ガイ 30
3

..............35 房総半島～九州

CancellariaspenglerianaDeshayes,1830 コロモ ガイ
1

1

i 北海道南部～沖縄

ク'omopleu■ ヨπゴ7θヨ(Philippi,1851) マキモ ノシャジク 1
2 房総半島以南

1.ophiotomaleucotropis{A.Adams&Reeve,1850) クダマ キ・ガ イ .■,..甲P■■.■匿F騨,●,,,,,,,,■■幽唖■"9,,"■■■..■.・■.■■●.▼,■層

5

11閥朋…"髄 耳"… …… '……'

J

s 房総半島～沖縄

Pseudoetremafortilitrata(E.A.Smith,1879) ホ ソシャジクガイ 7 1ヒ海道南部～プしり剰

Br即7伽 」rellajaponica(E,A.Smith,1873) ヒメ トクサ lb
一 … …一 ……・15 北海道南部～九州

Turbonilla&idoensis(Yokoya皿a,1922) キ ドイ トカケギ リ 4
4 相模湾～九州

Acteoncf.soyoaeHabe,1961 cf.ソ ウヨウキジビガイ 2
2 房総半島～九州

Eocylichnabraunsi(Yokoyama,1920) ツマベニ クダタマ ガイ 1
1 北海道南部～沖縄

.二枚貝綱Jupiteriaconfusa(Hanley,1860) ゲ ンロクソデ ガイ
轡 一62-一 ・4
140匹1145

虜総半島～沖縄

Barbarcatenella(Reeve,1844) ハブ タsエ ガイ 3
紀伊半島～沖縄

Scapharcasatowi(Dunker,1882) サ トウガイ
2

2 房総半島～九州

Dilvarcaferruginea(Reeve,1844) ハ ゴロモ ガイ 「・▼・呵叱,,.「..■圓■.・●●■■P.■ 「`凸凸●..,9■-P「■■「o,.■・..

7
2

ioa

....................................
i

23
3

1 房総半島～沖縄

GlycymerisimperialisKuroda,1934 ミタマキガイ {Σ"_.,40 北海道南部～九州

MytilusgalloprovincialisLamark,1818 ムラサキイ ガイ 13 北海道南部～九州

Modiolusmetcalfei(Hanley,1843) コケガ ラス 1 1 房総半島以南

Modiolusllavidus(Dunker,1857) サザナ ミマ クラ 3 7 12 ・…22 房総半島以南

Musculistajaponica{Dunker,1857) ヤマホ トトギス
1

1 房総半島以南

Musculistasenhousia(Benson,1842) ホ トトギス ガイ 1
1 北海道南部～九州

Pectenヨ1う ゴごヨπ5(Schr6ter,1802) イ タヤガイ z
1 北海道南部～九州

加 θyゴ08ηガu」匠undatopictuzロ(Pilsbry,1904) .マ ダラチ ゴ トリガイ
2

2 房総半島～沖縄

MactrachinensisPhilippi,1846 バカガイ 5
3

8 北海道南部～九州

MactranipponicaKuroda&HabeinKuroda,Habe&Oyama,1971チ ゴバ カ ガ イ 8 6 1
15 房総半島～沖縄

Raetellopspulchellus(Adams&Reeve,1850) チ ヨノハナ ガイ 2
2 北海道南部～九州

Exoticatokubeii(Rabe,1961) コメザ クラ 一
1-7-3-一 一 一11 房総半島～沖縄

Nitidotellinahok&aidoensis(Rabe,1961) サク ラガイ ..........................................4$...............!._........................49北海道南部～沖縄

Leptomyac:rspidariaeformisHabe,1952 コチ ョウシャクシ 2
2 房総半島～沖縄

Siliquapulchella(Dunker,1852) ミゾガイ 2
2 房総半島～九州

Placamentiara(Dillwyn,1817) ハナガイ i 195........................
1

101

12

1
39 房総半島～九州

距 ハθ」卯04ρa加 頭躍 ～(Pilsbry,1904) ヒメカ ノコアサ リ 4
1

16 房総半島～沖縄

PitarjaponicasKuroda&KawamotoinKawamoto,19b6 ウスハマ グリ ...............................................2................4..............._2........g房総半島～九州

PhacosomajaponicumCR.eeve,1850) カガ ミガイ 1 2
3 北海道南部～九州

Paphiavernicosa(Gould,1861) アケガイ 1
i 北海道南部～九州

Callistachinensis(Holten,1803) マツヤマ ワス レ 2 S 2

i

1
14 房総半島～九州

のdb5冴 ηθ繊 」ロenstrualis(Menke,1843) ワスレガイ
4

4 房総半島～沖縄

5b〃砒01加 血 θ堪 加りdon(Lamark,1818) クチベニ ガイ 2 8 2...............................12 房総半島～沖縄

加 η甜盈ventricosaGould,1861 サザナミガイ ............................................._?s............_lo.._......................ss北海道南部～九州

Cuspidarianobilis{A.Adams,1864) オオ シャクシガイ ..............................1
1

......................................................................................15.......15

房総半島～九州

Cardiomyagouldiana(Hinds,1843) ヒメシ ャクシ 房総半島～沖縄

掘足綱 DentaliumoctangulatumDonovan,1804 ヤカ ドツノガイ 1

1"葺'"

1

4 1ヒ海道南部～沖縄

Fustiarlanipponica(Yokoyama,1922) サケ ツノガイ ■7,.■.●,,P,,■■■■■.,● i 房総半島～九州

Episiphonsubrectum(Jeffreys,1883) ロウソクツノガイ 2 25............20.......61
131

北海道南部～沖縄

st.o～st.4は 採 集場所 を示す.上 段 は8」7pp査,下 段 は11月 調 査.分 布 域 は文献6 ,7,8に 基 づ く.
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図2.11月 調 査 で採集 した堆積物 の粒 度組成.st.o～st.4は 採 集場所,横 軸 は粒径,

縦 軸 は重量%を 示す.

mm未 満の幼貝であ り、死殻もこれ と同様であった。

また、ヒメセ トモノガイは1個 体のみが採集 された。

これ らの貝は、黒潮 と共に平塚沖に流入するが、冬

季の低水温に耐えることができず、性成熟に達する

前に弊死すると考え られる。海底環境を堆積物の粒

度組成 と貝類の生活様式か ら見てみる。水深15m

付近までの底質は泥分をほとんど含 まない細粒～中

粒砂であり、キサゴ、ツメタガイ、ホタルガイなど

の内生性で運動能力の高い貝類が多 く生息 している。

このことから、この水深の海底は波浪等による水流

のために表層堆積物が流動 しやすい環境だ と考えら

れる。水深20m付 近の底質は細粒～極細粒砂であ

ったが、中礫 と細礫を少量含み、ムラサキイガイや

ハブタエエガイなどの固着性の貝類が足糸でこれ ら

の礫に付着 していた。また、 ミタマキガイ、サクラ

ガイ、サザナ ミガイなどの内生性で泥質砂底を好む

貝類も多く見 られた。 これ らのことか ら、この水深

の海底は堆積速度が遅 く、強い水流がほとんど生じ

ない安定した環境だ と

考えられる。水深40m付 近の底質は含泥率が高く

極細粒砂主体で、ロウソクツノガイ、 ヒメシャクシ

などの内生性で泥底 を好む貝類が多 く、また固着性

のサザナ ミマクラが見 られた。 したがって、この水

深の海底は定常的に水流が極めて弱 く、泥が堆積 し

やすい環境だ と考えられ る。

表2.採 集した貝類の地理的分布

種数 割合(%) 個体数 割 合(%)
紀伊半島～沖縄 2 3.9 14s 19.7

房総半島以南 6 11.8 34 4.6

房総半島～沖縄 11 21.6 98 13.2

房総半島～九州 11 21.6 114 15.4

北海道南部～沖縄 7 13.7 132 17.8

北海道南部～九州 14 27.5 216 29.2

合計 51 100.0 740 100.0

漁業関係者が指摘 していたチ ョウセ ンハマグリや

キサゴの減少は確かにあるようで、今回の ドレッジ

でチ ョウセンハマグリは1個 体も採集 されなかった。

しか し、水深10m付 近の海底堆積物の含泥率は極

めて低 く、泥分 とこれ らの貝類の減少 との因果関係

は現時点では明らかではない。
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